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り精製された後、高分解能GC-MSを用いてPCDDs/DF (17種) およびCoPCBs (12種) の濃度測定が行われた。 
母乳中での PCDDs/Fs, CoPCBs およびトータル PCDDs/DFs/CoPCBs の平均濃度は WHO-毒性換算係数 
(WHO-TEF) を用いた毒性等価量 (TEQ)で、それぞれ 16.50, 9.87 および26.36 pg WHO-TEQ/g fat であった。
また、Internatio l-TEF (I-TEF) によって計算された PCDDs/Fsの平均 TEQ濃度は 13.86 pg I-TEQ/g fat




 同時に行われたアンケート調査からは CoPCBs のTEQ濃度と、妊娠 1年前の魚介類摂取量および母親の年齢
との間に相関が見られた。CoPCBs のTEQ濃度と妊娠1年前の魚介類摂取量との相関にはPCB-105, -118同族体
が寄与しており、また、母親の年齢との相関には体内蓄積性の高いPCB-156, -157, -114, -189, -167および
-169同族体の寄与が示唆された。 
 












その結果、母乳中での PCDDs/DFs, CoPCBs および総PCDDs/DFs/CoPCBs の平均濃度は WHO-毒性換算係数 
(WHO-TEF) を用いた毒性等価量 (TEQ)で、それぞれ 16.5, 9.9 および 26.4 pg WHO-TEQ/g fat であった。ま
た、国際-TEF (I-TEF) によって計算された 
PCDDs/DFs の平均 TEQ 濃度は 13.9 pg I-TEQ/g fat であり、この値を用いた PCDDs/DFs/CoPCBs 平均 TEQ





取量および母親の年齢との間に相関が見られている。特に CoPCBs の TEQ 濃度と母親の年齢との間に相関が認
められることは、母親達が受けてきたPCB曝露量の世代間格差が反映したもので、体内蓄積性の高い一部のPCB
同族体（PCB-156, -157, -114, -189, -167 および-169）に顕著であると述べられている。今後、PCDDs/DFs
のモニタリング調査が求められる。 
 以上の研究成果は、大阪市住民における母乳中のPCDDs/DFsおよびCoPCBsの濃度について詳細な分析を行っ
たものであり、環境衛生学において新たな知見を与えるものである。よって著者は博士（医学）の学位を授与
されるに値するものと判定された。 
 
